一 杯 涙 を 

うかべ てた 

「わたし は 言葉が 

わからない 

迷 ひ 子に なったら 

なんとせ う」 

やさしい 日本の 

嬢 ちゃんよ 

：& よく 遊んで 



やっと くれ 



ゝ C ゝ ゝ k 

力る 力る 

遠い お 山の 

力な 力な 

ま 

ひとりぼっちで 

なきました 

母さん たづね に 



出かけ ませう 

父さん たづね に 

出かけ ませう 

遠い お 山の 

鋼 ま 

ひとりぼっちで 

なきました 

日 さへ 暮 るれば 

ゝ C ゝ C 

力 ー る 力る 



眼 さ へ さませば 

ゝ C ゝ 、k 

力 ーる 力， V； 



赤い 桜ンぼ 

赤い 赤い 

桜ン ぼよ 

どこで 生れた の 

一 軒 家の 



チン チン 啼き啼 き 

生れた よ 



千代 田のお 城 

千代 田の お 城の 

墙。 まつ 。ま 

, ぼつ。 ま 。まつ。 まと 

啼 いてた よ 



上野のお 山の 

かん 烏 

神 田の 子供 は 

1? に 見て た 

何ん にも 見ないで 

屋根 見て た 

呼子 鳥 



子供が ゐ たかと 

よぶこと リ 

呼子 鳥 

力つ ぼ/ < かつ ぼん 

呼子 鳥 

子供 は お 山の 

fop, 

子供 は 谷間の 



さ^ さら さッと 

とり 

ft? 、、户 頁 

I 力 M 

曲げた 

うまや 

廐 の 屋根の 

さらさら 

時雨 

さら さら さッと 

馬の 耳 

濡れた 



柱く ぐり してる 

くぐれよ— 

奈良は 日永 だ 

い つ 日が 暮れる 

子供よ ー 

おれ も くぐろ か 

子供と 共に 

くぐろ よ 1 



弁慶の 鐘 

.kp 力し 

むかしの 

こと だち け 

鐘から 

鏡が 

出た だち け 



.kp 力し 

むかしの 

こと だち け 

弁慶さん が 

かづ いた 

鐘 だち け 



貝 遊び 



踏み 踏み 

遊んで る 



お 一 T? 食 

fc 孚 お 一 1 ^と 

泣く 児のお 母さん 

鵜 戸の 窟 の 

お 乳 飴な めた 



どぶ どぶ 泥 池 だ 

百済から 来た 

あ み パこ 

お 阿弥陀 さま は 

どぶん と 捨てられた 

<5 マ ま き n 曲 K の 

善 光寺 さまの 

お 阿弥陀 さま だ 

むかし 堀江の 



雉子 も啼 かずば 打 たれまい 

この 児 も 泣かず ば 遣れまい 

お 1 お— 恐い お— 恐い 

雑 子 雉子 啼 くな 雉子 啼 くな 

田 甫の狐 

直 ヽ 直 

S レ 1st 



たす きを かけて 

お 庭 はきして る 

廿ー フリ ： ^ーフ ーフ 

サッ サラリ 

(お 庭 を はく 音) 

舌 切 雀 は 

可愛い 雀 



お ふろ をた てて 

ぉぢ いさん を 待って た 

コント コ卜 n ト 

n ン n 卜リ 

(お ふろの わく 音) 

舌 切 雀 は 

可愛い 雀 



づきん をぬ つ て 

ぉぢ いさんに とどけた 

チック チク チク 

チッ チクリ 



(おぬ ひものす る 針の 音) 



龃け くら 



龃け くらしま せう 

龃け くらしま せう 

お 庭の 中で 

龃け くらしま せう 

食 (ける と 泣く から 

駄目 だ わよ 

蚯け くらしま せう 



沙の数 (手 まり 唄) 

一 つ こぼれた 

沙の数 沙の数 

百万 五 千と 

かぞ へました かぞ へました 

百万 五 千の 

沙の数 沙の数 



とんび 

鳶が 輪 を かいた 

ぴ ー ョ ロぴ 1 

油屋の 屋根へ 来て 

ぴ— ョ 口 ぴ— 

豆腐屋の 屋根へ 来て 

ぴ— ョ 口 ぴ— 

鳶が 屋根へ 来た 



ぴ ー ョ ロぴ 1 

油屋の 油壷 

ぴ ー ョ ロぴ 1 

豆腐屋の 揚 豆腐 

ぴ ー ョ ロぴ ー 

阜 き ^ 食べ 



朝鮮 飴 や は 

飴 トロ リ 

子供に 飴 売って 

飴 トロ リ 

卜 n リ 卜 n リ 

飴 トロ リ 

卜 ロト 口 とろける 

飴 トロ リ 



子供が 飴 買って 

飴 トロ リ 

卜 □ リ 卜 D リ 

飴 トロ リ 

三日月さん 

山の 上の 三日月さん は 



のぞいたり 

一 軒 家の 裏 戸 を 

のぞいたり 

.d 卩、、 ゝ C ヽゝ 

§S 力る レ 力 

鈴がない かと 

いひました 

どこ を さがして 

あるいても 

なくした 鈴 は 



とんだ 

四つ とんだ 

とんだ 

上手に 

とんだ 

さ、 らり さ-, りと 

上 見て とんだ 



釣瓶で 水 汲 も 

ざんぶ ざんぶ 水 汲 も 

鬼さん 来ない うち 

ざ つ く ざ つ く 来 磨) J 

跣 足で 米 磨 ご 

一 の 井戸から 

水 汲んで 米 磨 ご 

ざ つ く ざ つ く 来 磨) J 



三の 井戸から 

水 汲んで 米 磨 ご 

ざ つ く ざ つ く 米 磨) J 

秋の 夜 

秋の 夜長に 

^ J ほろ 、ぎ は 

nDnDnnnm 

糸 を ひく 



寒さが 来る から 

来る からと 

nDnDnmnn 

糸 を ひく 

子供が 寒む がる 

寒む がると 

nnnnnnnn 

糸 を ひく 



寒さが 来る から 

^ J ほろ 、ぎ は 

子供の 着物 を 

織る 気 だろ 



田 甫の狐 

たんぼ 

昔 わたしの 生まれた 村の 田甫に 古狐が ゐ ました。 若い 

女に 化けて 旅人 を だました 話が あります。 



小 酒 盛して た 



隣村の 狐 

- こん ま 

わたしの 生れた 村の 隣村の 田甫 にも 悪い 古狐が 居 まし 

た。 ある 時お さよと 云 ふ 村の 娘に 化けて 五兵衛 さんの 

家の 裏 を 馬に 乗って 通りました。 

田 甫の狐 は 

やせうま 

瘠 馬に 乗って 



三度 笠 かぶって 

五兵衛さん {豕 の 

裏の 道 通った 

五兵衛 さんが 見たら 

笠で 顔 隠した 

「おさよ か」 と、 聞く と 

「そだよ」 と 云って 

笠で 顔 隠した 

「どこへ 行く」 と、 聞く と 



機 織 虫 は 

月の 夜に 

す tu- き 

芒に とまって 

機 を 織る 

カン カラ コン 

カン カラ コン 

まだ 夜 は 明けない 

明けない と 

芒に とま つ て 



を 織る 

カン カラ コン 

カン カラ コン 

くたびれ こま 

ゝ ン、、 ヽ . ） - ヽ . ） - ヽ . ） - 

力 んスリ ，ぅリ f- カリ 

A ノ，， ヽ . ) - ヽ ， ） - ヽ . ） - 

力ん^り ^り^り 



くたびれました 

くたびれました 

赤い こまが 

くたびれました 

ゝ ノ，， ヽ . ) - ヽ . ） - ヽ . ） - 

力ん^り 

/T ン、、 ヽ . ） - ヽ . ） - ヽ . ） - 

力ん^り 

くたびれました 

くたびれました 



赤い 帯 

ほした 

|n 濃の 国 も 

夕焼け 

焼ける ぞ 

信 濃の 子供 

帯まで 

暁け るぞ 



(註。 海女が 紅 は 方言 夕 焼の こと) 

雀 遊び 

甲の 少女 

『雀の 子供が 

乳 飲 A でる 

乙の 少女 

『お母さん にだ つ こして 



乳 飲 A で る 

甲乙の 少女 

『雀のお 母さん 

Pv, おくれ 

雀のお 母さん 

『雀に おなりよ 

乳 飲ませう 

甲乙の 少女 



起き 上った 

起き 上って 奴さん は 

「お 早 やう」 と 云った 

渡り やん せ 

渡り やん： tJ 

渡り やん せ 



さ つ さとこの 橋 

渡り、 0- んせ 

雨が 降って 来る 

渡り やん せ 

雨が 降って 来り や 

水増し ぢゃ 

橋が 流れる 

渡り やん せ 



渡リ やん せ 

渡り やん せ 

あとから 続いて 

渡り やん せ 

橋が 流れる 

渡り、 0- んせ 



ひと ふね 

一 船お くれて 

まゐ ります 

つば 子が 来て る 

つば 子が 来て る 

一 船 さきに 

つば 子が 来て る 

(註。 つば 子と は 燕の 子に 仮につ けた 呼び名 



です) 

釣鐘 草 

小さい 蜂が 

来て たたく 

釣鐘 草の 

釣鐘よ 



子供が 見 てても 

卞 て」 こたく 

大人が 見 てても 

卞て」 こたく 

釣鐘 草の 

兪&ょ 

静かに 咲いて る 



青い 青い 月夜 だ 



木 兎 

夜啼く 

みみ づく 

木 兎 は 

あ ー れ はさ 

夢が ほしくて 夜啼 くだ 

さ 1 らば 



省に 

ハイ チヤ ハイ チヤして る 

波が ざんぶり ザ J 

猪に ざんぶり ザ J 

波が ざんぶり こ 

千鳥が 逃げた 

千鳥が 逃げた 

波が ざんぶり こ 



ほ ー ら 逃げた 

とつと と 逃げた 

波が ざんぶり こ 

磯に も ざんぶり こ 

波が ざんぶり こ 

子 蟹が 逃げた 

子 蟹が 逃げた 

波が ざんぶ リマ J 



ほ ー ら 逃げた 

ちょろちょろ 逃げた 

波が ざんぶ リマ J 

蟻と 砂糖 

見せよう 

見せよう 

蟻に 砂糖 見せよう 
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